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幼稚園教諭のクラス運営に向けての具体的な方策
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松本佳代子(帝京大学)入江礼子(共立女子大学)

1、問題と目的

幼稚園教諭は、クラスの子ども逮みなが心地

よく、ともに育つことを願いながら日々そのク

ラス運営に臨んでいる。しかし現実には、なか

なか難しいことである。その難しさは主に 3

点が考えられる。

第一に、子どもたち一人ひとりに寄り添いな

がら集団を捉えることの難しさである。クラス

という子どもたちの集団の中で、子ども達一人

ひとりを理解しながら寄り添い、子ども達の自

己発揮や自己実現を援助することは容易ではな

く、幼稚園教諭は子ども達一人ひとりと集団と

の問で揺らぎや迷い、葛藤を感じながら保育に

臨んでいることが考えられる。

第二に、幼稚固という場の特性である。若月

(2007)が「幼稚聞は、園の独自性、多様性の

幅が広い。何をもって『よい保育jとするのか

もそれぞれの幼稚園が培ってきた文化によって

異なってくる」と述べているように、教諭自身

の保育観と幼稚園の保育観との閲で揺らぎや迷

い、葛藤を感じながら保育に臨んでいることが

考えられる。

第三に、クラスの子どもたちの中にその理解

や対応が難しい子どもがいることである。幼稚

園教諭自身にとって理解の難しい子どもとの関

係づくりの中で、自分の保育が揺らぐことも考

えられる。

ところで、子どもひとりひとりとクラスの関

係性に着目した研究を行った林 (2012)は、保

育実践における保育者と子どもの関係性の特徴

は、保育者と子どもひとりひとり(個)とクラ

ス(集団)の関係は同時進行しているとしてい

る。さらに恒川 (2005)は、保育における個と

集団への関わりを目指すことは、「保育の永遠

のテーマJだと述べている。
また刑部 (1998)は、「ちょっと気になる子

どもJであるKがクラス集団の中で気にならな
くなっていく過程を記述・分析し、 Kが気にな

らなくなる過程は、 K自身の変化だけでなく、

Kのクラスの子どもと保育者との関係変容の過

程であったことを明らかにしている。このよう

に保育実践における子どもの個人の育ちにとっ

て、生活を共にするクラス集団との関係性は切

り離すことができないことがこれらの研究から

理解された。さらに今井 (1998)は、個と集団

は「人が人間らしく存在しうる最も本質的な結

びつき(関係)Jであるという。
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このような先行研究の蓄積はあるが、幼稚園

教諭のクラス運営において、幼稚園教諭と子ど

も一人ひとり(個)とクラス(集団)の関係は

同時進行している中で、これらの子ども(個)

とクラス(集団)の関係をどのように捉えクラ

ス運営を行っているのか、その内実を明らかに

した研究は見当たらない。また保育者自身のも

つ方策に着目した研究は、幼児の状態と保育者

の方略の関係性を明らかにした研究として、高

潰 (2003)があるが、この研究では子どもへの

方策は書かれているものの、クラス運営に向け

ての方策という視点はない。そこで、本研究で

は、幼稚園教諭のクラス運営に視点をあて、集

団と個が対立する場面でのそのあり様をその保

育経験年数に着目して質的に分析することを目

的とした。

2、研究方法

1 )調査対象者

本研究では、幼稚園教諭のクラス運営に着目

していることから、関東近郊の公私立幼稚園教

諭27名を対象とした。保育経験年数の群分け

は、高潰 (2001)の保育者の成長の研究になら

って、幼稚園教諭を 2・4年、 5-10年、 11年以

上の 3群に区分し、各群 8名-10名に依頼し

たo また、インタビューでは自身の保育につい

て詳しい説明を求めるため、丸 1年以上の経

験をもっ幼稚園教諭が対象として妥当だと判断

した。保育経験年数は、現在の就職先を基本に

保育職に携わった年数を通算した上で各群にわ

けた。なお、研究の目的から対象者全員をクラ

ス担任経験者であることを条件とした。

2 )調査方法

本研究では、半構造化インタビューを採用し

た。

3 )調査期日

インタビューの実施時期は、平成25年 7月

-11月。調査対象者の許可を得て、諮りの内

容を 1Cレコーダーに録音したo インタビュ一

時間は、 1人あたり、 30分-40分程度であっ

た。インタビュー実施後は、 ICレコーダーに

録音した内容の逐語録を作成した。

4 )調査項目

インタビューの中で場面提示を行った。場面

提示については、幼稚園で日常起こりやすい場

面の中から、幼稚園教諭が個と集団の閥で迷い

や葛藤を感じると思われる場面を作成した。

5 )分析方法

本研究では、インタビューの際、 1Cレコー

ダーに録音したインタビュー内容の逐語録を分

析データとして扱う。それぞれの語りの内容を

十分に活かして、当事者の視点から、クラス運

営の内実を明らかにするため、その語りをKJ

法に基づいて分析を行ったo 分析の手順は、第

一に 1Cレコーダーの情報を文字として起こ

し、テクストを作成したo 第二にテクストの分

析テーマに関する箇所に着目して類似した部分

(カテゴリー)を作成し、具体例として集めた。

第三にこのカテゴリーごとに具体例を 1枚の

シートに保育経験年数別に整理しそれぞれの特

徴を抽出した。場面提示法で提示した事例は以

下の通りである。

【事例(場面提示法)】 かぜぐみ 5歳児 25名

9月排ぽに入t姐動会宅近くなってきたことで、かぜ併はクラス対抗リv-など、それぞれの種目の練習に勲を帯びてき
た。このクラスの特別支援を要するA<Iuは足が速仇己の日はリv-の練習の直前、クラスの男の子との遊び壱めぐる円ヲ
ルかi;I~エツクを起こしてじま?o A<lulま、自分の思うよヨこを仰ごとがいかない時、パニックを起こし、一度パニックになるとな
かなか気持ちを切り替えることが出来ずその気持ちを引きずってしま弘 A<A川、パニックになてた時自身で気持ちを切り替え

る術をまだ身につけていな1，'0-;::11)自主sit持ちを静めるために補助の先生と一緒に保育室で過ごしリレーの練習に参加するこ
とが出来なかヮた。その結果、となりのクラスに惨敗してしま弘子ども遣は臥<Iuがいないから負けたんだ』弘仏んまた暴れ

ていたから走れなかったね。』などと宮い出U'=o
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3、結果および考察
て口述数の多いカテゴリーに違いのあることが

分かつた。以下に 3群の詳細をみていく。

3 -1 クラス運営における具体的な方策の

有無について 1 )保育経験年数 2・4年の幼稚園教諭

[事例(場面提示法)】に対する語りの中から

クラス運営に関連する部分を抽出した

(N=166)。それらをKJ法を用いてカテゴリー

を抽出した結果① fAくんの変容J②「他の子
どもたちの変容」③「クラス全体の変容Jとい
う3つのカテゴリーが得られた。さらに具体

的な方策の有無で 6項目に分類整理し、それ

らを保育経験年数別にまとめたものがく表1>

であるo

クラス運営における方策に関連する口述数

は、3群ともほぼ同数(①56、②54、③56)で、

保育経験年数によって変わらないことが明らか

となった。しかし口述内容をみていくと、そこ

には具体的な方策が述べられているものと述べ

られていないものがあった。また経験群によっ

この群の口述数はそれぞれのカテゴリーに対

しでほぼ均等な数となっている(①20/56，②

19/54，③17/56)。一方、具体的方策をもった

口述内容は全体の約21% (12/56)であり、多
くのものが具体的方策を持ちえていなしE。例え

ば、 fA君の自己肯定感を高めていく援助や、
その成長を支えていきたいJ、あるいは fAく
ん以外のクラスの子どもたちに寄り添いながら

クラス運営に臨みたいJというような抽象的な
内容となっている。ここから教諭自身の思いは

読み取れるが、実践に反映するには具体性に欠

ける口述と言えよう。

2 )保育経験年数 5・10年の幼稚園教諭

この群の口述数は①fAくんの変容Jと③「ク
ラス全体の変容」に着目しているものが 2・4

〈表 1) 今後のクラス運営においての具体的な方策についての出現度数 (N..166) 

カテゴリー
具体的な

口述例 2-4年 5・10~ 11年以上
方簸の有銭

保を育い者っぱといしては、 A<んのlit長を支えてい〈と思う.ちょっと変わってきた鼠分
を 隠めておげて、 Aくん自身が自分は前より頑mっているとか、成長し
ているとかAくん自身が感じられるように自備や自己肯定感をそがれないように

あり 銀助していく。 (5・10年} 4 9 6 

子どもたちと向かいて合いいう。綴②り返それし伝えていく。パエ一ッ度クそをの湿織しをて隠①れ悶てに、来る前に

① rA <んのR8J
ちゃんと曾擦にし でもダメなら、 舗助のst;

生とー絡にクールダウンする。この作..を織り返していく。 (11年以上}

A<んの長所に着目して、自己肯定錫を高める鑓助 (2-4~字、 5・10~)
なし 16 14 1 

.学に向，tて気持ちを切り曾えるための銀助 (2-4年、 5・10~)

カテゴリー①小針 却 お 7 

A<んの得怠な所を集団ゲーム等にた〈さん入れることで、まわりの子どもたち
~り がA<んのいいところを毘めていけるように、保育の中で取り上げてい<0 (2-4 3 。 3 

年}

②『他の子どもたちの変容J まわりの子どもたちのAくんに対する理解とイメージを高めるo(2-4~事、 5・10年}
なし 16 11 6 

まわりの子どもたちの気持ちに寄り添い、成長を隠めるo (5・10年}

カテゴリー② IJ‘針 19 11 9 

パエックについて、みんなで憶し合う舗面~tIfえる. :tた団結するには、パニッ
クも必要として、パニックを過してクラスで箇し合いを行い、仲間Bmt-宵みた

あり いo (11年以上} 5 10 'D 

③ fクラス全体の23J
鼠と思っ活て動も温や行aa$sなど、ひとつの目領に肉かつてやり遂げることt草、 子どもたちに

を味わったり、成長のきっか付となるo (11年以上}

なし
3学期終了に向けてこのクラスでよかった。自隠しかったと思えるようにしたい.

12 10 13 
(2-4~) 

カテゴリー③小針 17 却 40 

口述敏純計 56 54 56 
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年群と比して若干多くなっている(①23/54②

11/54③20/54)。これはこの群がAくんに着

目しながら、クラスという集団を捉えていこう

とする視点を持ち始めていることをうかがわせ

る。また具体的方策を持った口述内容は全体の

約35%(19/54)であり 2-4年群よりは増

えていることが分かる。特に①rAくんの変容」
と③「クラス全体の変容Jについてはその増加
がより顕著であると言える。 Aくんに働きかけ
ることに関しでも集団に働きかけることに関し

でも少しずつ実践に反映できる具体性のある口

述と言えよう。

3)保育経験年数11年以上の幼稚園教諭

この群の口述数は③「クラス全体の変容Jに
着目しているものが、他の 2群に比しでかな

り多い(① 7/56② 9/56③40/56)。①rAく
んの変容Jや②「他の子どもたちの変容jとい
った個に注目するというよりは個も内包したク

ラス運営に焦点を当てて考えていることが分か

る。また具体的方策を持った口述内容も全体の

約64%(36/56)であり、様々な具体的方策を

持ちながら実践に臨んでいることをうかがわせ

た。特にクラスという集団に対しての具体的な

方策は約67%(27/40)のものが持ち合わせて

いたo さらに①rAくんの変容Jに関しては
86% (6/7)が具体的方策を持ち合わせていた

ことから、個に対しても集団に対しても具体的

方策をもって実践に臨んでいる姿が見えてきた

と言えよう。

3 -2 クラス運営における具体的方策の内

容について

具体的方策の内容について、保育経験年数別

に具体的方策の内容と口述例の代表を示したも

のがく表2>である。く表2>は、個に着目

している①rAくんの変容J、②「他の子ども
たちの変容」、そして集団に着目している③「ク

ラス全体の変容Jをそれぞれ保育経験別 (2・4
年、 5・10年、 11年以上)に 3群に分けて整理

した。これら具体的方策を持っている口述をK

J法で検討した結果、「場面Jr方法Jr目標J
という 3つのカテゴリーが抽出されたor場面J
というカテゴリーでは「話し合いの機会を設け

るJrクラス全員での活動・遊びを通して」と
いう 2つの内容が抽出された。また「方法J
というカテゴリーでは、「子どもたちひとりひ

とりを認めるJr Aくんの課題を設定Jr得意な
ことを遊びに取り入れるJrまわりの子どもた
ちを育てるJr保育者間の連携Jr子どもたち同
士をつなげるJr自分らしさを発郷するJr保育
者の姿勢Jの8つの内容が抽出された。「目標J
というカテゴリーでは、 rAくん中心のクラス
運営Jrトラブルを乗り越える力を育む」の 2
つの内容が抽出された。以下に経験年数別に具

体的方策の内容を精査していく。

3 -2 -1 個(①Aくん ②他の子どもた

ち)の変容に着目したクラス運営における具

体的方策の内容

ここでは、先に抽出された「場面Jr方法Jr目
標Jというカテゴリーのうち、「場面Jr方法J
という 2つの小カテゴリーのみ抽出できた。

またその内容を見ていくと「場面」では、「話

し合いの機会を設けるJが、また「方法Jでは、
「子どもたちひとりひとりを認めるJr Aくんの
課題を設定Jr得意なことを遊びに取り入れる」
「まわりの子どもたちを育てるJr保育者間の連
携Jとなっている。

1 )保育経験年数 2-4年の幼稚園教諭

カテゴリー①と②に着目した教諭のうち約

18% (7/39)が具体的方策を持っている。こ

のように具体的な方策を持っている教諭は少な

いものの、その内容を見てみると、 Aくんに着

目して具体的な事柄をもって他の子どもたちと

話し合いを持ったり、 Aくん自身がパニックを

起こした時の気持ちを切り替えが出来るきっか

け作りを行ったり、まわりの子どもたちが育つ

ように、 Aくんのいいところを保育の中に取り

入れたり、補助の先生との連携を具体的にとり
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ながらやっていきたいなどが挙げられる。若干、

Aくんに対する具体的な方策が多いものの、ま

わりの子どもたちを育てたいという口述内容も

ある。

〈表 2) クラス運営における具体的な方策の内容 N = 67 (①、② N= 25 ③N = 42) 

保育経厳重匹敵 2-4年 保育経験.敏 5-10. 保育経験年徴 11年以上
大カテゴリー ，)，カテヨリー 内容

件散 口述倒 件敏 口述倒 件敏 口述倒

Aくんができること、 トラブJI-があるとクラス Aくんについて、 トラ
苦手なことがわかってき がまとまるチャンスとな

ブルを温し隠度て①すそ②却の渇にそ来れを際でるているので、 それを筒 るような宮譲かげができ 前に宮漢で

まえて、みんななら、 る。何窃もなく平沼に過 ダメならー

渇面
隠合いの健会

1 
どうしていくか7Aくん ぎていくと、まとめて

5 れ繍助のる@先ロ生xとbのク作ーSルEダ
を股11る もー絡に獲しめるよう い〈のが隠しい。トラブ ウンす を

に、みんなで考える ルがあるとお友だちのこ 織り返す

とを考える時聞のは後多会くな
ると思うのでこ を

大切にしていきたい

まわりの子ども遣の成長

を毘めながら、仲間窓
子どもたちひ 鼠を宵てながら、まわ

とりひとりを 。 2 りの子ども還がAくんに 。
oめる とって必要な撮助やかか

わりを学んでいけるよう
にする

パニックを起こした時の A<ん自身11箆められる A<んの銀四はかかわり
気持ちを切り曾える街を 経肢を湿して自己肯定感 にあるとして、大きな

Aくんの思E
2 
身に付げることができる

2 
を高めていく中で、気

2 
a団ではなく、，J¥さな

を殴定 ようなきっか11作りを保 持ちを切り笥える衡を身 集団の中でAくんとのか
宵者が行ってい〈 につげる かわりをみんなで栂殴し

申② 容f『他AJの〈んのIl:BJ
ながら進めていく

子どもたちの変 行司EやE量定的な活動だ リレーが好きなら、誕童 Aくんの足の速さを生か
と、 Aくんの良さが錯 観してできるように常に して、 かつ相銀、作総

.できず気持ちが向かな バトンを周窓するなどの が.Jb嬰な鬼遊びなどを取
いので1;1.と思うので、 ia績を周怠し、体を使 り入れていく

方法
遊びの中でAくんのよさ った遊びをクラスの中で

得2置なことを である足が速くて籾りに 位置づ付る

遊びに取り入 2 なるところを宛婦できる 3 2 
れる ような浴びを怠鼠的に取

り入れてみたり、鬼ご

っこみたいな遊びの中で

ちょっとリレーを取り入

れてみたり遊びの中でカ

を宛揚できるようにする

まわりの子ど
まわりのこどもたちがA まずまわりの子ども遣を

くんのいいところを留め 'Jlててい〈ことで、そ
もたちを宵て

ていけるように保育の中
3 
こにA<んを取り込みな

。
る

で取り入れてい〈 がらクラス運営をする

繍助の先生とー舗にいな
がらもクラスに近寄り鏡

保育聞の遠鏡
11て、クラスのみんな 。 。
と一緒にできるように捕

助の先生と遡.しながら

かかわりを変えてい〈

保育経蛾年勉 2-4. 保育経践年敏 5-10年 保育経厳重手敏 11年以上
大カテゴリー ，).カテヨリー 内容

件段 ロi1!例 件倣 口述倒 件o: 口述倒

員隠しさの中にもちょっと 大きな銀屈だとそ乙でつ 2学期後半に遊園地をつ
お友だちにことに気づ11 まずいたりするかもしれ < 'J..JillUt'J4tJをグル
たり、遊びのゆで宛見 ないので、小さなこと ープでつくる.え行て$、な子ど
できるようなこといをいこちな でもなんでもいい、遊 の活動も見鋸

クラス全員で
らがしてあげたら ぴの中でリズム泡ぴを取 どもたち同士相餓しなが

③ 『クラス全体の変容j 細面 の活動・遊び 2 
と思う (A)

3 り入れたり、そみれんがな心地で 7 
ら、その中で、 自分の

を湿して
ゃった結果で ~えやみんなの場えを出
よかったとか、いいも しながら、 A<んもコ
のが出来たね、っていう ントロールしたり、事量

経aをたくさん味わえる 慢したりしながらやって

ようにしたい (0) い〈ようなことを取り入
れてい< (G) 
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子どもたちのいいところ 極力、こちらが答えを 友だち同士院い合って泡
を雷い合うような時聞を 用Zましておいたとして ぴを温めていく中で、
つ〈る 色、まずは子どもたち Aくんも含めてまたトラ

にiSU1かげで、子ども ブJ&.も出て〈る。どうし
たちと 絡に作ったりし たら袋し〈遊べるのか?
てい〈ことができたらい 子どもたちひとりひとり

居合いの健会
いなと思う (E) が自分の怠見を宮う。友

1 4 8 だちの怠見を聞<0解決
を段tする

してい〈方向、解決し
てい〈糸口を自分たちで
.@出す.自分たちでし
っかり隠し合って解決し
てまた滋ぴを立て直して
い〈鐙助をしていきたい
(H) 

遊びの中でAくんがおま ひとりひとりいろんな考
りパニックをおこさない えをもっているので、
ようにこちらで子ど6た そういう考えが合わさる

子どもたち岡 ち同士を弘の方でつなげ 。 1 
と、遊びがもっと議し

士をつなげる たり、つなげていく (8) くなるということを気づ
ことでー絡に織しかった かせたい
んね.という気持ちをよ
り多〈してい〈

まずU自分の思いを外に 運動会って子ども同士の
出せるということをt学 転慢となるところもお
期.相手の気持ちにittJ' る.飼えばバトンの受付
付くみたいなのを 1学

湿しが上手だながよ発ど.ひ錫表でと現りきひがる期に気を付，tて4岨，tて 」ニ手だよ.
きたことで、年長はみ とりのよさ
んなでカを合わせてi!sH と思うので、+分自儒

自分らしさを 。 2 
る.それぞれの役目があ

3 
をつ，tさせてあげたい

発揮 るのかなって思うので、 (1)ぐんと自身が伸び

その中にでも、ち自が分雪量2ら・てい〈ような運局会をこ
方記長 しさを子どもた ういう複合にもっていけ

できるようにすること. るといい
友だちのよさ、その子
らしさに気づいてちょっ
とでも墨付入れおってい
ければいいなと思う(F)

保育者として自身が余裕
をもって過ごすことが大
切で、見通しをもった
保育を也、鈴lすること.例
えIt、火唱日に練習す
ることを決めていても前

保育者の姿" 。 1 日の月唱日に出来そうな 。
らする.など子ども遣の
織予をみて決める。何が
おってもいいように、
制と余絡をもって過ごす
とか、-~危ない木曜
自は盟主防るとかする

A<んItいつも.れてい 何を想定するにもあの活
るとまわりのこどもたち 魁院議し<01闘できるだ
Itいつもおもっていると ろうか.祭理かもしれな

思うので、とZこE図ろ的をにたそ〈 い.その時はどう配aし
A<ん中心の うじゃない ょうか.などいつも考え

1 さんとりあげ、た〈さ 。 4 ているので、ゃっ冒りクラス窪曾
ん伝えてい〈ことfC1 A<ん中心に考えていく
で、 まわりのこどもた (J) 
ちにとってA<んがクラ

目忽 スの中に存在できるよう
にしたい

子ども同士の泡ぴを巡る
トラブJ&.がある.子ども

トラブルの象 開会で澄んでいる時に自

り組えるカを 。 。 4 
分たちで解決できない、

育む また子ども同士の友だち

魁夜関係え「やる浴カびをの育限T周TをFatて.) 
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2 )保育経験年数 5・10年の幼稚園教諭

カテゴリー①と②に着目した教諭のうち約

26% (9/34)の教諭が具体的方策を持っている。

さらにカテゴリー①に着目した教諭のうち

64% (9/14)が具体的方策を持っている。こ

の群は、 Aくんという個に着目した上で、 Aく

んの得意な面がクラスの中で位置づくように環

境を整えている。その一方、 Aくんに着目する

だけでなく、他の子どもたちとの関係も構築し

ていきたいということを考えている教諭がいる

こともわかる。例えば、「まわりの子どもたち

の成長を認めながら仲間意識をさらに育てなが

ら、まわりの子どもたちがAくんにとって必要

な援助やかかわりを学んでいけるようにするJ
といった口述も見られるのであるo つまり、こ

の経験群の特徴として、カテゴリー① fAくん
の変容Jだけでなく、それと組み合わせて「他
の子どもJも育てるという視点も増え始めてい
ることが分かる。個に着目し、その成長を認め

ながら仲間意識を育みたいという集団を捉えた

方策が出てきていると言えよう。

3 )保育経験年数11年以上の幼稚園教諭

カテゴリー①と②に着目した教諭のうち約

56% (9/16)の教諭が具体的方策を持っている。

さらにカテゴリー①に着目した教諭のうち約

86% (6/7)が具体的方策を持ちクラス運営に

臨んでいる。その内容はより具体性を増してき

ている。実際にAくんと他の子どもたちがお互

いを理解し、また知る機会としての話し合いの

場を設定し、その中でAくんが得意なことを遊

びに取り入れる中で、 Aくん自身が課題と向き

合いお互いを育てていこうとする方策がより具

体的に語られている。さらに、 Aくんの課題は

かかわりであるとして、大きな集団ではなく小

さな集団の中でみんなで相談するといった方策

をもってクラス運営をしていることが伺える。

3 -2 -2 集団の変容に着目した具体的方

策の内容

1 )保育経験年数 2-4年の幼稚園教諭

カテゴリー③(クラス全体の変容)に着目し

た教諭のうち約29%(5/17)が具体的方策を

持っている。その内容は、クラス全員での生活

や遊びの場と通して子どもたち同士をつなげる

方策や、子どもたちのいいところを言い合う時

間を作る方策などである。元々クラス全体とい

う集団に着目している件数は少ないことから

(表 1参照)内容に関しては多くは語られてい

ない。その少ない中での具体的なやり方として

はく表2>内の下線(A)こちらがしてあげる、
(B)こちらで子どもたち同士を私の方でつな

いだり、つなげていく。あるいは、 (C)意図

的にそうじゃないところをたくさん取り上げた

くさん伝えていくこと等の口述に見られるよう

に、教諭側が提案しているという形が多く見受

けられるところに特徴がある。

2 )保育経験年数 5・10年の幼稚園教諭

カテゴリー③に着目した教諭のうち約50%

(10/20)が具体的方策を持っている。経験年数

2・4年群に比べると具体的方策が増えているこ

とがわかる。その具体的口述を見ていくとく表

2>内の下線 (D)みんなでやった結果で、そ
れが心地よかったとか、いいものができたねっ

ていう体験をたくさん味わえるようにしたい、

(E)こちらが用意しておいたとしても、まず

は子どもたちに投げかけて、子どもたちと一緒

に作ったりすることができたらいいなと思う、

(F)自分らしさを子どもたちが発揮できるよ

うにすること、友だちの良さ、その子らしさに

気づいてちょっとでも受け入れあっていければ

いいなと思う等が挙げられている。つまり、生

活や遊びの場面の中で、子どもたち同士の話し

合いを通して、色々な意見を出し合いながらお

互いの気持ちに気が付き、それを受け入れ合う

中で自分らしさを発揮し主体的に園生活を過ご

すという方策をもちクラス運営に臨んでいるこ
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とがわかる。この群では、 2・4年群に比べて、

すべてを教諭自身が取り仕切ってしまうのでは

なく、子どもたち同士の話し合いや受け入れ合

いが出来るような方策をとっていることがわか

る。しかしここでは、クラスの目標については

諮られていないこともわかった。

3)保育経験年数11年以上の幼稚園教諭

カテゴリー③に着目した教諭のうち約67%

(27/40)が具体的方策を持っている。く表 2>

肉、下線 (G)行事などの活動も見据えて、子

どもたち同士相談しながら、その中で自分の考

えやみんなの考えを出しながらAくんもコント

ロールしたり、我慢しながらやっていくような

ことを取り入れていく、 (H)子どもたちひと

りひとりが自分の意見を言う、友だちの意見を

聞く。解決していく方向、解決していく糸口を

自分たちでしっかりと話し合って解決してまた

遊びを立て直していく援助をしていきたい、

( 1 )ひとりひとりの良さがあると思うので、

十分自信をつけさせてあげたい、 (J)何をす

るにもあの活動は楽しく参加できているだろう

か、無理かもしれない、その時はどう配慮しょ

うかなどいつも考えているので、やっぱり Aく

ん中心に考えていく等から、その内容はクラス

全員での活動や遊ぴを通してお互いを理解し知

る中で協調性を育みトラプルを乗り越える力を

獲得する方策、日々の話し合いの機会を重視し

子どもたちの主体性を獲得し仲間意識を育みな

がらAくんを中心においたクラス運営に臨む方

策が特徴として挙げられる。

3-3 まとめ

3 -1、3 -2 を踏まえて見えてきた保

育経験年数別のクラス運営の特徴をまとめたも

のが、く表3>である。

1 )保育経験年数 2-4年の幼稚国教諭

この経験群は、教諭自身が中心となり子ども

たちへ発信するというトップダウン式で子ども

たちとかかわる傾向が高いことがわかった。く

表2> (A) (B) (C)その内容は、状況に
応じて声をかけていく。あるいは伝えていくも

のである。クラス全員の前で、教諭自身が中心

となり、その時々に必要なことを子どもたちに

声をかけながら伝えていく。ここからこの現状

を教諭自身が自分でなんとかしなければならな

いという強い思いが見えてくる。子ども主体と

考え、子どもの思いを受け止め、寄り添いたい

という思いはあるが、その思いとは裏腹に教諭

が直接解決法を与えているという特徴があるこ

とがわかった。そのかかわり方は保育者中心で

〈表 3) クラス運営における保育経験年数別特徴

クラス運営
保育経除草手敏

の内容
2-4年 5・10年 11年以上

-クラスの子どもたちを宵て、 A<んに対 -クラスの子どもたちにA<んの理解を求 -ひとりひとりを受け入れ、 A<んを中心
する窓E簡を変える め、まわりの子どもたちの見方を変えてい に宥える

カテヨリー -パ三ックやトラブルはできるだけ図避した 〈 -パニックを子どもの成長のきっかけと捉え
①、② 、、 -パニックu回避したいと敏捉簡えとパエックを予 る

傾ど向もの成長のきっかけ る敏践の三極化

. A <んに寄り掻いたい思いを持っている -子どもたちの自己肯定惑を高め自信をつけ -憶し合いからお互いを理解し、知ること
1戸、クラスをtiえた時、大きな持組みで援 ることで仲間or:.tを高める を過して包舗性を宵みトラブルを録り魁える

カテゴリー える傾向が強〈、集団の中でひとりひとり カを撞得しながら、仲間窓鴎を宵む
③ を見ることがiIしい

-ひとりと集団の聞のかかわりのバランスの
iIしさを抱えている

-自の前の子どもたちを銀えかかわるなど、 -見過しゃ目舗に弱〈その舗での対処を隠み -先を見過しながら子ども同士の隠し合いや

クラス.'曾
その場の状況に応じたものでおり先を見過し る敏Eiilと先を見臨過む敏し闘た土ので具体的方策を持ち かかわりの中になぜそれをすることが必聾な

の特積
たものではない クラス運営に ニ極化傾向 のか、なぜそれをすることが大切なのか、

そのひとつひとつに窓味付"があることが明
らかになる
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あると言えよう。

2 )保育経験年数 5・10年の幼稚園教諭

この経験群は、教諭自身が中心となり子ども

たちへ発信するというトップダウン式で子ども

たちとかかわる教諭く表 2> (D) (E) と、
子ども主体と考え子どもたち同士の話し合いや

遊びを通して、主体性や協調性を育みたいとす

る教諭く表 2> (F)の大きく二つのかかわ
り方にわかれることがわかった。

3 )保育経験年数 11年以上の幼稚園教諭

この経験群は、子ども主体と考え子どもたち

同士をつなぐきっかけ作りやその為の援助を行

うなど、間接的なかかわりが中心になっている

ことがわかったく表 2> (G) --(K)。遊び
ゃ帰りの会、行事など園生活における様々な場

面において、子どもたちが主体的に園生活を過

ごすことができるよう間接的な援助、特に子ど

もたちが仲間意識を感じられるようなかかわり

を心掛けているo またその先には、ひとりひと

りがクラスにとって大切な存在であるという教

諭の思いも存在することが明らかとなった。

4、今後の課題

本研究は、幼稚園教諭の実際の語りから 3

つの経験年数別にクラス運営における具体的方

策の有無とその内容の特徴を明らかにした。こ

の中で保育経験年数 2・4年の教諭は約80%が

クラス運営における思いを持っているが具体的

方策を持ち合せていないことがわかった。そこ

で今後は本研究では明らかにされなかった幼稚

園教諭の持つこの思いによる違いを明らかにし

たいと考えている。幼稚園教諭のもつ思いの内

容は、保育経験年数とどのように関連している

のか、また、思いと具体的方策には関連がある

のかを今後の課題としたい。
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本論文は共立女子大学大学院家政学研究科に
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提出した修士論文 (2013年度)の一部

を加筆修正したものである。 貴重なお時間を頂戴し本研究にご協力くださ

った公私立幼稚園の園長先生をはじめ教職員の

皆様方にこの場を借りて厚くお礼申し上げま

す。
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